
令和7年度 第２回検討会

令和８年３月１９日（木） 豊海センタービル会議室

山梨県漁業協同組合連合会 参事 大浜秀規

人と魚にやさしい川づくり事業
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山梨県漁連の分担

１ 維持流量
現行の維持流量設定手法について検討を行う。

２ 魚に優しい川づくりの体制

魚に優しい河川環境整備を進めるため、現状の問

題点を洗い出し、その解決策を検討する。
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○ 維持流量設定手法

魚の体高から維持流量を算出
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R5 国交省が富士川へ維持流量を設定

R6  設定手法の課題について共有

国交省、土研、岐阜大、山梨大、筑波大、岐阜協立大

「関係者の多くは問題がないとは考えてない。」

「問題だと思っても、火中の栗を拾う官僚はいない。」

「答えが見えない中、検討委員会は設置されない。」

要請をしても早急に改善が図られる可能性は低い。

維持流量設定手法の検討 ⇒ 富士川の環境改善

○ 維持流量設定手法
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○ 富士川の環境改善
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○ 富士川の環境改善①

気候変動により災害が激甚化。 これに対応するため、

全国的に河川整備計画の計画高水流量を変更
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• 今回の河川整備計画変更において、維持流量に関する

記載について、前向きな回答・修正は得られなかった。

• 現在の設定された維持流量さえ流されていない富士川の

現状、さらには現在の維持流量設定手法に問題が多いこ

とは、整備局も含め認識されたといえる。

• 富士川で60+18件の意見。他水系と比べ非常に多かった。

【他水系】：表示は、水系名（件数）

利根川・江戸川（27）、渡良瀬川（22）、小貝川（18）、霞ヶ浦（31）、

中川・綾瀬川（27）、荒川（30）、那珂川（33）、久慈川（33）、

多摩川（42）、相模川・中津川（64）

○ 富士川の環境改善①
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国交省 富士川中流出張所
砂利採取業者
富士川漁協
県水産技術センター
県漁連

R6．2月
投石前

R6 .3月
投石後

R6 .3月
 砂利採取時に出る石を
用い、瀬の造成をコラボ

○ 富士川の環境改善②
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R7．7月
増水によりかなり流出
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山梨県漁連の分担

１ 維持流量
現行の維持流量設定手法について検討を行う。

２ 魚に優しい川づくりの体制

魚に優しい河川環境整備を進めるため、現状の問

題点を洗い出し、その解決策を検討する。
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○ Ｒ７の事業計画 情報収集

7/17 小さな自然再生現地研修会 in 静岡･芝川 受講(土木）

9/11 応用生態工学会 新潟大会 自由集会 情報収集（土木）

9/12 新潟県漁連 情報収集（水産）

10/22-23 岐阜県自然工法管理士養成講習会

 受講・受験・情報収集（土木＋水産）

10月下旬 宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会

 受講･現場視察・情報収集（土木＋水産）

未定 三重県河川環境技術者講習会 受講・情報収集（水産）

13



○ 会議、協議会、懇談会

・ 新潟：国及び県との河川懇談会

・ 山梨：漁業・公共事業連絡会議

○ 研修＆認定システム

・ 岐阜：自然工法管理士認定事業

 岐阜県自然共生工法研究会

・ 宮崎：宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会

○ 優良事例

・ 長野：牛伏川分散型落差工

○ 魚に優しい川づくりの体制
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○ 魚に優しい川づくりの体制

○ 会議、協議会、懇談会

・ 新潟：国交省及び県との河川懇談会（主催：県漁連）

S54～、毎年１回、発注者と漁協＋議員、計１００名

国（事務所長）と県（部長、課長）各々で全体と個別協議

継続要望へ同じ回答。要望しないと不安。

懇親会が顔つなぎに重要。
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○ 魚に優しい川づくりの体制

○ 会議、協議会、懇談会

・ 新潟：国交省及び県との河川懇談会

S54～、毎年１回、発注者と漁協＋議員、計１００名

国と県各々で全体と個別で協議＋懇親会

同じ内容でも、要望しないと不安。

懇親会が顔つなぎに重要。

・ 山梨：漁業・公共事業連絡会議（主催：県）

S58～、毎年１回、県内２区で発注者と漁協、各３０名

事業内容を双方で報告し、漁協から口頭で改善を要請

一部で改善が図られるも、漁場環境は徐々に悪化
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内水面漁業振興協議会
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○ 魚に優しい川づくりの体制

○ 会議、協議会、懇談会

・ 新潟：国交省及び県との河川懇談会

S54～、毎年１回、発注者と漁協＋議員、計１００名

国と県各々で全体と個別で協議＋懇親会

同じ内容でも、要望しないと不安。

懇親会が顔つなぎに重要。

・ 山梨：漁業・公共事業連絡会議

S58～、毎年１回、県内２区で発注者と漁協、各３０名

事業内容を双方で報告し、漁協から口頭で改善を要請

一部で改善が図られるも、漁場環境は徐々に悪化

○ 河川環境保全に、ある程度貢献していると思われるが、施工

者不在で管理職の意見交換だと、具体的な川づくり改善は困難。
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○ 研修＆認定システム

・ 岐阜：自然工法管理士認定制度

 岐阜県自然共生工法研究会

・ 宮崎：宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会

 NPO 大淀川流域ネットワーク

○ 魚に優しい川づくりの体制
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○ 岐阜

自然工法管理士認定制度

・ 所管：県技術検査課、実施：岐阜県建設研究センタ－

・ 事業：自然工法管理士認定事業

・ 制度：岐阜県自然工法管理士認定審議会（県規則）

・ 講習会は、2日間、12科目

○ 魚に優しい川づくりの体制
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岐阜県 第 ２回講習会の時間割
 令和 7年 10月22日～ 23日  9:00～17:40

日時 講義時間 講義内容

第1日目 10 分 開 講 式

10月22日 60 分 行政情報：「自然工法管理士の仕組みと行政の最近の話題提供」

各 60 分

自然工法（総論）：「自然生態系の保全・復元・創出の理念について修得する」

自然工法（計画論）：「自然共生工法の取組、現場への導入方法について修得する」

自然工法（施工事例）：「自然共生工法の施工事例を修得する」

森林学講座：「森林生態系の基礎的知識を修得する」

植生学講座：「植生に関する基礎的知識を修得する」

生態学講座Ⅰ (鳥類)：「鳥類生態系の基礎的知識を修得する」

第2日目 生態学講座Ⅱ (魚類)：「魚類生態系の基礎的知識を修得する」

10月23日 生態学講座Ⅲ (昆虫類)：「昆虫類生態系の基礎的知識を修得する」

生態学講座Ⅳ (哺乳類)：「哺乳類生態系の基礎的知識を修得する」

40分 自然共生の実践 (事例報告)：「現場フィールドにおける自然共生工法の実例を検証する」

50分 特別講演：「最近の話題提供と知識向上」

10分 効果測定の説明（留意事項など）

100分 小論文の作成による効果測定
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○ 岐阜

自然工法管理士認定制度

・ 所管：県技術検査課、実施：岐阜県建設研究センタ－

・ 事業：自然工法管理士認定事業

・ 制度：岐阜県自然工法管理士認定審議会（県規則）

・ 講習会は、2日間、12科目

・ 講習会を受講し、小論文の効果測定で合格すると認定

・ 認定された場合には、

入札参加資格審査の際に、環境配慮状況の項目で加点。

総合評価落札方式の際、配置予定技術者の項目で加点。

・ 施工業者は、入札に有利になるため積極的に受講

○ 魚に優しい川づくりの体制
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○ 岐阜

岐阜県自然共生工法研究会（任意団体）

・ 所管：県河川課、事務局：岐阜県建設研究センタ－

・ 組織：理事会、部会（研究評価・人材育成・企画啓発・魚道研究）

 会員数1,486（法人：168、個人：1,318）

・ 予算：734万円（会費76％、助成5％、繰越18％）

・ 事業：

○ 魚に優しい川づくりの体制

内容＼対象者 発注者 コンサル 受注者 一般会員 備　考

講演会 ○ ○ ○ ○

清掃活動　 ○ ○ ○ ○

写真コンテスト　　 ○ ○ 県と共催

現地見学会　 ○ ○ ○ ○

魚道の調査 ○ ○ ○ △

事例発表会（表彰） ○ ○ ○ ○

川づくり勉強会

（講義＋実技）
○ ○ ○

県と共催
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○ 宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会

【研修会】

・ 所管：県河川課 ＆ NPO 大淀川流域ネットワークの協働

・ 事業：宮崎県宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会研修会

・ 制度：宮崎県施工体制評価型総合評価落札方式実施要領

・ 研修会：3回／年、半日、2講義

・ 研修会を受講、レポート提出。審査後に受講認定証を交付

○ 魚に優しい川づくりの体制
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○ 宮崎県

総合評価落札方式

・ 配置予定技術者の能力「多自然川づくりへの取組」の項目

土木一式工事（河川環境配慮型）

1．研修会受講認定：5ポイント

2．県「うるおいある川づくりコンペ」での発表： 5ポイント

3．九州地区「うるおいある川づくりコンペ」での発表： 5ポイント

4．九州地区「うるおいある川づくりコンペ」での入賞： 10ポイント

・ 施工業者は、入札に有利になるため積極的に受講＆発表

○ 魚に優しい川づくりの体制
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○ 宮崎県

多自然川づくりアドバイザー

・ 河川工学、動植物生態、海洋生物等の学識者、行政、民

間、専門家を登録

・ 河川管理（調査・計画・設計・施工・維持管理等）について

   現場を踏まえ助言

・ 多自然川づくりの理解と、施工へのフィードバックを推進

○ 魚に優しい川づくりの体制
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○ 宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会

【水辺の工法研修会】

【川づくりコンペ】 1回／年、

県 → 九州 → 多自然川づくり全国大会    

【川づくり現場研修会】 国・県河川技術者

講義 → 計画 → 討論

【身近な水辺のモニター】 地域住民による環境調査

説明会 → 報告会

○ 魚に優しい川づくりの体制

内容＼対象者 発注者 コンサル 受注者 一　般

水辺の工法

研　修　会
○ ○ ○

川づくり

コン  ペ
○ ○ ○

川 づ く り

現場研修会
○ △

身近な水辺

のモニター
○ ○
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○ NPO 大淀川流域ネットワーク

・ 組織：理事会、部会（イベント・調査・教育・広報）、

 水辺の工法研究会

 会員数103（法人：13、個人：90）

・ 予算：1,455万円

・ 事業：環境保全：環境調査、クリーンアップ活動、発表会

 人材育成：指導員養成研修、環境学習講師派遣

 情報発信：減災シンポ、広報誌発刊、イベント展示

 体験学習：水辺利用講習会、レスキュー体験

・ 対象：主には一般県民

○ 魚に優しい川づくりの体制

28



○ 研修＆認定システム

【施工業者＆コンサル】

・ 県が関係機関と共同で研究会を設立。

・ 研究会が、研修会や認定事業を実施

・ 認定事業は、記述式で受講は有料

・ 認定された場合には、

入札参加資格審査や総合評価落札方式で、加点あり。

・ 施工業者は、入札に有利になるため積極的に研修会へ参加

・ CPDS（学習履歴の証明書発行システム）に対応

【発注者】

・ 実施事業のコンテストによる、相互の技術力向上

・ 研修会による知識と現場力の向上

水産的視点は？

○ 魚に優しい川づくりの体制
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○ 長野：牛伏川分散型落差工

・ 場所：松本市 牛伏川 牛伏寺ダム下流

・ 床固工群：500ｍ区間、床固工９基、帯工10基

H2に設置、H15に改修

・ 地元要望：景観やイワナ、ノギカワゲラ、ゲンジボタルの復元

・ 改修：床固工の基礎部分を残し堤高を部分的に掘削

残る落差を分散型落差工（自然石空積み）で解消

牛伏川上流の荒廃地は、明治18年から砂防事業が行われ、

フランス式階段工は重要文化財となり、砂防関係者には有名

○ 魚に優しい川づくりの体制
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令和7年度 第２回検討会

令和８年３月１９日（木）

 豊海センタービル会議室

山梨県漁業協同組合連合会

参事 大浜秀規 35



参加者からの感想の抜粋 （文責：山梨県漁連）

・ 良い河川改修とは、改修を意識させない川

・ 先進的な取組が継続しないという課題

・ 計画段階から関係者が話し合うプロセスの重要性

・ 人目にとまることが重要、そうしたことが担当者を

動かし、実現への道筋となる

・ 多自然川づくりとは、食物連鎖を形づくる取り組み
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○ 会議、協議会、懇談会

・ 新潟：国及び県との河川懇談会

・ 山梨：漁業・公共事業連絡会議

○ 研修＆認定システム

・ 岐阜：自然工法管理士認定事業

 岐阜県自然共生工法研究会

・ 宮崎：宮崎県自然豊かな水辺の工法研究会

○ 優良事例

・ 長野：牛伏川多段式落差工

○ 魚に優しい川づくりの体制

対応は
各県で
色々？
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〇 Ｒ７の計画 取りまとめ＆提案

関係者から情報収集、集計、分析

⇓

提案を取りまとめ（パンフ、研修会・・・？） ～3月末

⇓

国交省河川環境課、リバフロへ提案＆要望 ～3月末

⇓

水利科学、応用生態工学会誌等への投稿 R8.4～

38



・ 認定（資格）制度

・ 入札時のポイント

・ 継続的研修

○ 事前相談体制

○ 水産（生物）的視点

○ 現場研修

〇 提案内容

国として
体制づくりを
検討すべき
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認識の違いを

明らかにする

ことが先決

漁業者

多自然型川づくりが始り35年、

どれだけ川が悪くなったか

発注者

多自然川づくりで、

河川環境は良くなっている
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今後の計画

○ 河川環境についての認識が異なる
河川管理者 ⇔ 漁協

○ 改善案を提案
・学会等での発表
・全内漁連から要望
・国交省との協議
・学会誌への投稿

○ 認識の違いをアンケート調査で明示

41

次年度行う土木関係者への

アンケート方法について、

アドバイスをお願いしたい
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